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   流山市地区敬老行事支援事業実施要領  

 （趣旨）  

第１条 この要領は、多年にわたり社会につくしてきた地区の高齢者を

敬愛し、長寿を祝う敬老行事（以下「地区敬老行事」という。）を開催

する公共的団体に対し、市が当該敬老行事の開催を奨励するための支

援を行うに当たり必要な事項を定めるものである。  

 （定義）  

第２条 この要領において、地区敬老行事とは、社会福祉法（昭和２６

年法律第４５号）第４条に規定する地域福祉及び老人福祉法（昭和３

８年法律第１３３号）第５条第３項に規定する行事に基づき、敬老行

事を開催する公共的団体が自主的に独自性をもって地区の高齢者のた

めに開催する行事をいう。  

 （支援の種類）  

第３条 支援の種類は、次のとおりとする。  

（１）地区敬老行事を開催しようとする公共的団体に、当該行事へ招待

しようとする区域内の高齢者に係る氏名、住所、生年月日及び性別

の情報を提供する。  

（２）地区敬老行事を開催した地区社会福祉協議会に対し、感謝や引き

続き開催されることへの奨励の意を込めて報償費を支給する。  

（３）前各号に定めるもののほか、地区敬老行事を開催するに当たり、

必要と認める支援とする。  

 （情報提供）  

第４条 前条第１号の情報の提供を受けようとする公共的団体は、地区  

敬老行事高齢者名簿閲覧（写し交付）申出書（別記第１号様式）によ

り、市長に申請し、次の事項を遵守しなければならない。  

（１）名簿を紛失、盗難等のないよう配慮し、万一紛失、盗難、その他

の事故が発生したときは、直ちに高齢者生きがい推進課に報告し、

適切な措置を講じること。  

（２）名簿は福祉目的の事業に使用し、取扱える範囲は役員と する。  

また、取扱いには十分注意し、会長が責任をもって管理すること。  
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（３）名簿の内容から知り得た秘密を他に漏らしたり、第三者に提供し

ないこと。  

（４）名簿を複写等するときは、最小限にとどめ、その複写等をした者

及びその用途等を記録すること。  

（５）当該行事が終了したときは、名簿（複写等を含む。）を高齢者生き

がい推進課に返却すること。  

 （報償費の額）  

第５条 第３条第２号の報償費の額は、１地区社会福祉協議会当たり年

１５万円とする。  

 （開催の報告）  

第６条 地区敬老行事を開催した地区社会福祉協議会は、その開催した

状況を地区敬老行事開催状況報告書（別記第２号様式）にパンフレッ

ト等を添えて、市長に報告しなければならない。  

 （報償費の支払い）  

第７条 市長は、前条の報告を受けたときは速やかに、報償費を当該地

区社会福祉協議会に年１回支払うものとする。  

 （委任）  

第８条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。  

   附  則  

この要領は、平成１７年１月１３日から施行し、平成１６年４月１日

以降に開催した地区敬老行事について適用する。  

  付  則  

この要領は、平成１８年１０月２日から施行する。  

  付  則  

この要領は、平成２１年５月１日から施行する。  

 

 


